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桜
の
季
節
か
ら

新
緑
ま
ぶ
し
い
季
節
へ

▼
４
月
６
日
の

小
・
中
学
校
の
入

学
式
は
暖
か
く
︑

春
の
到
来
を
実
感

し
ま
し
た
が
︑
一

転
︑
８
日
の
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
入
園

式
は
雪
が
降
り
︑
冬
に
逆
戻
り
し
た

よ
う
な
寒
い
日
で
し
た
︒
し
か
し
︑

子
ど
も
た
ち
は
元
気
い
っ
ぱ
い
で
︑

大
き
な
声
で
あ
い
さ
つ
や
返
事
を
し

て
い
ま
し
た
︒
外
と
は
大
違
い
で
︑

園
内
に
は
︑
子
ど
も
た
ち
の
元
気
な

笑
顔
が
溢
れ
︑﹁
春
は
こ
こ
に
あ
り
﹂

と
い
っ
た
感
じ
で
し
た
︒
▼
こ
れ
ま

で
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
教
育
環
境

の
整
備
を
し
て
き
ま
し
た
︒
村
の
将

来
を
考
え
た
と
き
︑
幼
児
や
児
童
生

徒
の
育
成
に
今
後
も
行
き
届
い
た
施

策
を
立
案
︑実
施
し
て
い
く
こ
と
は
︑

何
に
も
増
し
て
求
め
ら
れ
ま
す
︒
子

ど
も
た
ち
の
未
来
の
た
め
に
︑
夢
と

目
標
の
実
現
の
た
め
に
︑
皆
さ
ま
の

要
望
を
受
け
止
め
な
が
ら
教
育
の
充

実
︑
そ
し
て
︑
豊
か
で
安
全
・
安
心

な
自
然
環
境
を
取
り
戻
さ
ね
ば
と
︑

い
ま
さ
ら
に
思
わ
せ
る
入
園
式
︑
入

学
式
で
し
た
︒年
度
初
め
に
あ
た
り
︑

私
は
じ
め
︑
職
員
一
同
︑
意
を
新
た

に
し
て
取
り
組
み
ま
す
︒

大 

樂 

勝 

弘
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こちら

村長室

●旦那さんの出身地は？…石川町です。鮫川村は、雪が多くて驚きましたが、
住み慣れればいい所だと思います。
●２人が知り合ったきっかけは？…高校の文化祭のとき、共通の友人がきっか

けで知り合いました。それから妻が所属する部活動に顔を出す機会が増えて、
自然と親しくなりました。
●お互いの第一印象は？…【夫⇨妻】小さい（笑い）　【妻⇨夫】大きい（笑い）
●子どもは何人ほしいですか？…男の子と女の子１人ずつほしいです。
●理想の家庭は？…仲良く、明るい家庭を築きたいです。年をとっても２人で

温泉や旅行などに行ける関係でいたいです。

小瀧裕也さん
　歩さん

赤坂中野字新宿／平成26年10月結婚
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結 婚 し ま し た

■行政ＮＡＶＩ

■ CLOSE UP SAMEGAWA

■ほっとニュース

　村議会が新体制でスタート
　新しい区長さんたちを紹介します ほか

　鈴木治男さんが大学院を卒業
　「手・まめ・館」「ゆうきくん」関連グッズが登場

　村内小・中学校で入学式
　さめがわこどもセンターで入園式 ほか

青々とした葉が茂る朝日山登山道



■赤坂西野区

区長
白坂勝徳（茅・新）

副区長 佐藤文夫（火打石・新）
行政連絡員 矢吹正二（仁田・再）

■富田区

区長
青戸禎美（前沼・新）

副区長 松本一治（鍬木田・新）
行政連絡員 菊地清榮（彦次郎・再）

■赤坂東野石井草区

区長
森　洋（楢久保・新）

副区長 本郷秀季（戸草・新）
行政連絡員 水野國勝（中内・新）

■赤坂中野区

区長
金澤一四（真坂・新）

副区長 鈴木　香（大塩・新）
行政連絡員 橋本正嗣（宿ノ入・再）

■青生野区

区長
岡部照夫（大犬平・新）

副区長 白坂伸治（江堀・新）
行政連絡員 岡部れい子（大犬平・新）

■西山区

区長
本郷弘義（落合・新）

副区長 関根啓太郎（余所内・新）
行政連絡員 大竹洋喜（菅ノ目・新）

■渡瀬区

区長
芳賀精治（江竜田・新）

副区長 遠藤雅人（中野町・新）
行政連絡員 藤田幸雄（関下・再）

行政
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モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
測
定
値

測定箇所 測定値

仮設焼却炉入口 0.10

青生野小学校 0.10

朝日山登山道入口 0.09

青生野肥育組合 0.11

鹿角平観光牧場 0.07

　

村
仮
設
焼
却
炉
監
視
委
員
会

は
︑
毎
週
金
曜
日
に
仮
設
焼
却

施
設
周
辺
の
空
間
線
量
を
測
定

し
て
い
ま
す
︒
仮
設
焼
却
施
設

周
辺
の
空
間
線
量
測
定
結
果
と

関
連
フ
ァ
イ
ル
は
︑
村
と
環
境

省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し

て
い
ま
す
︒

問
村
地
域
整
備
課
環
境
係
☎
㊾

　

３
１
９
６

仮
設
焼
却
施
設
周
辺

空
間
線
量
の
測
定
結
果

■施設周辺の空間線量（４月24日実施）　　　　 [μSv/h]

仮
設
焼
却
炉
周
辺
の
測
定
値

測定箇所 測定値
施設東側 120ｍ 0.11

施設南側 120ｍ 0.12

施設西側 120ｍ 0.14

施設北側 120ｍ 0.15

仮置場看板付近 0.08

石久保線起点 0.12

石久保線終点 0.13

和協管理棟付近 0.14

　

任
期
満
了
に
伴
う
鮫
川
村
議
会
議

員
一
般
選
挙
の
投
票
が
４
月
26
日
に

行
わ
れ
︑
即
日
開
票
の
結
果
︑
10
人

の
当
選
者
が
決
ま
り
ま
し
た
︒

　

今
回
の
選
挙
は
︑
定
数
10
人
に
対

し
て
立
候
補
者
11
人
と
な
り
︑
８
年

ぶ
り
に
投
票
が
行
わ
れ
ま
し
た
︒

　

当
選
者
は
現
職
５
人
︑
新
人
５

人
︒
ま
た
︑
30
代
か
ら
70
代
ま
で
と

幅
広
い
年
齢
構
成
と
な
っ
て
い
ま

す
︒
当
選
証
書
付
与
式
は
４
月
27

日
︑
役
場
正
庁
で
行
わ
れ
︑
前
田
榮

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
か
ら
当
選

者
一
人
一
人
に
当
選
証
書
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
︒
任
期
は
31
年
４
月
29
日

ま
で
の
４
年
間
で
す
︒

　

新
し
い
区
長
︑
副
区
長
お
よ
び
行

政
連
絡
員
に
︑
27
年
４
月
１
日
付
で

村
長
か
ら
辞
令
が
交
付
さ
れ
ま
し

た
︒
任
期
は
29
年
３
月
31
日
ま
で
の

２
年
間
で
す
︒

　

な
お
︑
区
長
等
会
会
長
に
森
洋
赤

坂
東
野
石
井
草
区
長
︑
同
副
会
長
に

岡
部
照
夫
青
生
野
区
長
が
選
ば
れ
ま

し
た
︒

問
村
総
務
課
総
務
係
☎
㊾
３
１
１
１

■投票区別投票率

投票区
投票率（％） 前回の投

票率（％） 増　減
男 女 計

鮫　川 87.90 88.26 88.08 94.26 △ 6.18

西　野 91.29 92.54 91.92 92.28 △ 0.99

西　山 87.80 83.46 85.60 91.48 △ 5.88

富　田 81.88 84.96 83.27 92.38 △ 9.11

渡　瀬 80.91 85.45 83.18 90.00 △ 6.82

青生野 89.09 92.98 91.07 93.24 △ 2.17

戸　草 81.71 85.92 83.66 95.68 △ 12.02

大　房 ー ー ー 94.25 ー

計 86.73 87.80 87.26 92.74 △ 5.48

■鮫川村議会議員一般選挙候補者別得票数
氏　名 得票数 結　果

星　　一彌 210 当
京條　英征 218 当
堀川　照夫 214 当
関根　政雄 317.352 当
遠藤　貴人 207 当
北條　利雄 267 当
関根　英也 386.647 当
前田　武久 228.455 当
宗田　雅之 334 当
山形　郁夫 121

前田　雅秀 242.544 当

※
氏
名
、
年
齢
、
当
選
回
数

関
根
英
也
　
65
　
①

宗
田
雅
之
　
63
　
③

前
田
武
久
　
73
　
⑦

前
田
雅
秀
　
66
　
③

堀
川
照
夫
　
61
　
①

星
　
一
彌
　
73
　
③

遠
藤
貴
人
　
34
　
①

関
根
政
雄
　
59
　
④

京
條
英
征
　
71
　
①

北
條
利
雄
　
62
　
①

住所／西山字土路部
公約・抱負／農業・畜産の

振興のために尽力する。教
育・子育て支援に努力をす

る。

住所／赤坂東野字広畑
公約・抱負／若者の定住
化、地域の活性化に取り組
む。

住所／赤坂東野字官代
公約・抱負／住み続けられ
る村づくりのため、村民の
目線で議決権行使する。村
民に信頼される議会活動に
全力で取り組みます。

住所／赤坂東野字官代
公約・抱負／強い農業。子
どもが夢と希望を持ち、女
性が働き安心して出産・育
児できる育児支援・教育政
策を充実。心の財産を築く

住所／青生野字大平
公約・抱負／有言実行。こ
れからの地域活性化のた

め、畜産や建築関係などに

も訴えていきたい。

住所／赤坂西野字薮
公約・抱負／活力ある村
づくりを頑張ります。

住所／渡瀬字中野町
公約・抱負／これまで鮫川
の村政はベテラン議員に頼
る一方でした。これからは
若い世代も村を推し進める
原動力に加わります。

住所／赤坂西野字荻ノ沢
公約・抱負／子どもやお年
寄りにも分かる開かれた議
会づくり、青年や女性が参
画できる議会づくりに全力
を注ぎます。

住所／赤坂中野字巡ヶ作
公約・抱負／議会活性化。
子育て支援。高齢者が安
心して暮らせる村づくり。
未来の子どもたちに誇れる
村であり続ける村づくり

住所／赤坂西野字岫長
公約・抱負／地方の知恵
比べの時代、村民皆さまの
ご意見ご要望を大切に、共
に愛する鮫川村を、地域を
前進させたい。

新
し
い
区
長
さ
ん
た
ち
を
紹
介
し
ま
す

決まりました
10の議席

鮫川村議会議員



行政

ＮＡＶＩ

　
﹁
し
ら
か
わ
地
域
定
住
自
立
圏

形
成
協
定
合
同
調
印
式
﹂
は
４
月

10
日
︑
白
河
市
役
所
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
︒

　

こ
の
協
定
は
中
心
市
宣
言
を

行
っ
た
白
河
市
と
生
活
圏
や
経
済

圏
を
と
も
に
す
る
西
郷
村
︑
泉
崎

村
︑
中
島
村
︑
矢
吹
町
︑
棚
倉
町
︑

矢
祭
町
︑
塙
町
︑
鮫
川
村
の
８
町

村
が
︑
将
来
に
わ
た
っ
て
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
地
域
を
つ
く
る
た
め

に
連
携
︑
協
力
す
る
内
容
を
定
め

た
も
の
で
す
︒

　

医
療
︑
福
祉
︑
教
育
や
産
業
振

興
な
ど
に
お
い
て
︑
中
心
市
と
連

携
し
な
が
ら
︑
住
民
の
生
活
向
上

　

今
後
は
︑
具
体
的
な
取
り
組
み
内

容
を
盛
り
込
ん
だ
﹁
定
住
自
立
圏
共

生
ビ
ジ
ョ
ン
﹂
の
策
定
に
取
り
組
み

ま
す
︒

を
目
指
し
ま
す
︒
ま
た
︑
中
心
市
の

都
市
機
能
と
本
村
の
農
林
畜
産
業
︑

自
然
環
境
︑
歴
史
や
文
化
な
ど
︑
そ

れ
ぞ
れ
の
魅
力
を
生
か
し
︑
都
市
圏

か
ら
の
人
口
流
入
を
促
し
ま
す
︒
全

て
の
施
策
に
つ
い
て
連
携
す
る
必
要

は
な
く
︑
村
が
必
要
と
す
る
施
策
に

つ
い
て
中
心
市
と
連
携
し
︑
住
民
の

生
活
実
態
や
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
対

応
し
て
い
き
ま
す
︒

　

４
月
１
日
付
で
岡
部
良
典
さ
ん

︵
福
島
県
古
殿
町
出
身
︶︑
髙
野
大
助

さ
ん
︵
広
島
県
福
山
市
出
身
︶︑
本
郷

寛
倫
さ
ん
︵
本
村
西
山
出
身
︶
の
３

人
を
27
年
度
鮫
川
村
地
域
お
こ
し
協

力
隊
に
委
嘱
し
ま
し
た
︒

　

岡
部
さ
ん
と
髙
野
さ
ん
の
２
人

は
︑
２
年
目
と
な
り
ま
す
︒
村
農
産

物
加
工
・
直
売
所
﹁
手
・
ま
め
・
館
﹂

を
中
心
に
活
動
し
ま
す
︒
岡
部
さ
ん

は
主
に
店
舗
運
営
や
販
売
な
ど
に
︑

髙
野
さ
ん
は
特
産
品
開
発
︑
製
造
や

販
売
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
︒
今
年

度
新
た
に
加
わ
っ
た
本
郷
さ
ん
は
︑

都
市
交
流
︑
農
家
民
宿
や
空
き
家
対

策
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
︒

　

こ
れ
ま
で
の
経
験
や
個
性
を
生
か

し
︑
地
域
活
性
化
の
た
め
に
活
動
を

し
て
い
き
ま
す
︒

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
総
務
省
の

事
業
で
︑
地
域
に
居
住
し
て
︑
地
域

お
こ
し
の
支
援
︑
農
林
水
産
業
へ
の

従
事
な
ど
を
行
い
な
が
ら
︑
定
住
を

図
る
取
組
で
す
︒

問
村
企
画
調
整
課
企
画
振
興
係
☎
㊾

　

３
１
１
５

し
ら
か
わ
地
域
定
住
自
立
圏

形
成
協
定
を
締
結
し
ま
し
た

岡部良典

本郷寛倫

髙野大助

見やすく買いやすい売り場づくりに力を

入れていきます。レシピやポップなどを

使って、商品の情報がより伝わるよう

にしていきたいです。また、２年目とい

うことで、さらに村の活性化につなが

るように、もう１歩踏み込んで取り組ん

でいきたいです。

■
定
住
自
立
圏
構
想

国
の
政
策
で
、「
中
心
市
」
と
「
近
隣
町

村
」
が
、
互
い
に
役
割
分
担
を
し
て
連

携
・
協
力
す
る
こ
と
で
、
圏
域
全
体
で

必
要
な
機
能
を
確
保
す
る
。
ま
た
、
地
方

圏
へ
の
人
口
定
住
を
促
す
。

１年目なので、まずは皆さんに顔を覚
えてもらいたいです。空き家対策や農
家民宿の誘致活動に取り組んでいくの

で、皆さんの力を貸していただきたい

と思います。また、物販などに参加し

て鮫川村のものを売れることが楽しみ

です。

１年目は加工作業が中心でしたが、２
年目は外に出る活動を増やしていき

たいです。特産品開発はもちろん、
Facebookを活用した情報発信、さぎ

り荘での物販などに力を入れていきた

いです。また、ボランティア活動にも積
極的に参加したいです。

３
人
を
委
嘱
し
ま
し
た

鮫
川
村
地
域

お
こ
し
協
力
隊

地域おこし協力隊　27年度の抱負
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︑
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︵
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︵
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︶
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︑
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４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人
で
︑
大
学
卒
ま
た
は
28

年
３
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人

試
験
方
法　

▼
第
１
次
試
験
︙
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27
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５
月
28
日
㊍
か
ら
６
月
26

日
㊎
ま
で
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執
務
時
間
中
に
限
り

ま
す
︶︒
郵
便
に
よ
る
申
込
書
の

提
出
は
︑
６
月
24
日
㊌
ま
で
の
消
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が
あ
る
も
の
に
限
り
受
け
付
け

ま
す
︒

問
村
総
務
課
総
務
係
☎
㊾
３
１
１
１

28
年
度
鮫
川
村
職
員
採
用
候
補
者
試
験

西野瑞宣

西橋耕平

関根夏希

宇佐見純平

平田太良

芳賀明日香

①企画調整課商工観光係

②高校卒業後、11年ぶりに鮫

川村に戻ってきました。鮫川

村の活性化に貢献できればと

思っています。よろしくお願い

します。

①企画調整課企画振興係
②将来の鮫川村を担う若者の

一人として、精力的に動ける人
材を目指します。村の発展や生
活向上に助力できるよう誠心
誠意頑張るのでよろしくお願
いします。

①住民福祉課福祉係
②今はまだ微力ですが、村民
の皆さんの暮らしをサポート

できるよう、日々の業務に一生
懸命取り組んでいきたいと思
いますので、よろしくお願いし

ます。

①農林課林業畜産係

②私は神奈川県農業技術セン

ターで３年間働いていました。

畜産分野は未経験ですが、鮫

川村の畜産振興の一助となれ

るよう日々努力していきます。

①地域整備課建設係
②農大生のころから鮫川村に

関わり、このたび技師として採
用していただきました。専門職
としての知識を生かし、鮫川村
に貢献できるよう励みますの

でよろしくお願いします。

①鮫川保育園

②こどもセンターで保育士とし

て働くことが夢でした。まだま

だ未熟ですが、先生や保護者

の皆さまのご指導の下、すてき

な保育士になりたいです。

①所属　②抱負

一
般
事
務
（
大
学
卒
程
度
）

保
育
士
（
資
格
免
許
職
）

協定を結んだ９市町村長（写真：白河市提供）

新採用職員紹介



教育委員会 教育長　　奧貫　洋

教　育　課
☎493151

課　　長 須藤　　健 課内業務総括
課長補佐 鈴木　守弘 教育委員会、文教体育施設、外国青年招致

教育総務係 係　長 鈴木千鶴子 学校教育全般、スクールバス、奨学金
ティファニー・クウォック 中学校語学指導助手

生涯学習係
（兼）係長 鈴木　守弘

圓井　智子 生涯学習、公民館、放課後児童クラブ

根本　　潔 生涯学習、社会体育、文化財

公　民　館
☎493151

（兼）館長 須藤　　健
（兼）副館長 鈴木　守弘

（兼） 圓井　智子 公民館事業
（兼） 根本　　潔 公民館事業

鮫川幼稚園
☎㉙1010

（併）園長 鈴木　令子 幼稚園業務総括
教　　頭 松崎　幸子 幼稚園業務

（兼） 矢吹　智広 事務
（併） 生田目京子 保育

渡辺　明美 保育
青戸　吏絵 保育

学校給食センター
☎492113

所長心得 舟木　正博 給食センター業務総括
鈴木ひろ子 調理
笹島　重行 運転手兼調理（古殿町から派遣）
國井小夜子 調理（嘱託員）
飯島　滋雄 運転手兼調理（嘱託員）
目黒扶美子 調理（嘱託員）
小川　美波 栄養技師（県職員）

議　　会
☎493198

事務局長 齋藤　利己 議会事務全般
（併） 渡邊　　敬 書記
（併） 緑川久美子 書記

選挙管理委員会 （併）書記長 石井　　哲
係　長 鈴木　庄悟

農業委員会
☎493197

（併）事務局長 村山　義美
高坂　正紀 農業委員会運営、農地転用申請

監査委員 （併） 齋藤　利己 書記
（併） 緑川久美子 書記

鮫川村長 大樂　勝弘
副村長 白坂　利幸

総　務　課
（市外局番0247）

☎493111

課　　長 石井　　哲 課内業務総括
課長補佐 渡邊　　敬 行政区、行政改革、例規

総務係

（併）係長 鈴木　庄悟 消防・防災、自衛隊、交通安全
金澤　広一 防犯、防災無線、公用車管理
緑川久美子 職員の給与・福利厚生、行政相談
青戸美枝子 事務補助（嘱託員）

財政係 係　長 矢吹かおり 予算編成、財政管理
緑川　正和 予算編成、起債、村有財産管理

税務係

係　長 長久保仁一 税全般、個人・法人村民税、納税組合
矢吹　直美 固定資産税
菊地　弘倫 国民健康保険税、介護保険料、後期高齢者医療保険料
水野　雄隆 軽自動車税、収納事務、各種証明事務

企画調整課
☎493115

課　　長 小松　　毅 課内業務総括
課長補佐 鏑木　重正 課内業務補佐

企画振興係

（兼）係長 鏑木　重正 振興計画等、定住促進、情報通信
生田目昌信 空き家対策、移住促進
水野　克哉 地域づくり、都市交流
前田　静香 広報、広聴
西橋　耕平 統計調査、交通運輸、高度情報化、再生可能エネルギー

佐藤　征一 村営バス運転（嘱託員）

商工観光係 係　長 鈴木　隆寛 商工業振興、観光、労政、特産品開発
西野　瑞宣 商工業振興、観光、消費者行政、計量、公園

国土調査係 （兼） 生田目昌信 国土調査

交流施設 （兼）所長 小松　　毅 交流施設運営
（兼）係長 鈴木　隆寛 交流施設運営

住民福祉課
☎493112[健康 ]
☎493113[住民・福祉 ]

課　　長 鈴木眞理子 課内業務総括、人権擁護、日本赤十字

住民係
係　長 川名　　誠 国民健康保険、後期高齢者医療、社会保障・税番号制度

石井　洋平 住民基本台帳、こども・妊産婦医療
本郷　　睦 戸籍、年金

福祉係

係　長 船木　博枝 介護保険、介護予防、高齢者福祉、援護
（兼） 中川西幸雄 民生児童委員、生活保護

須藤　尚紀 障がい者福祉
関根　夏希 児童福祉

健康係
係　長 蛭田みゆき 母子保健、思春期支援、障がい児・高齢者支援

中川西幸雄 予防接種、保健推進員、健康増進関連事務
鏑木　妙子 栄養業務、母子保健

農　林　課
☎493114

課　　長 村山　義美 課内業務総括
課長補佐 星　　　徹 課内業務補佐

農政係

係　長 我妻　正紀 農政全般、地方創生交付金
芳賀　真一 経営所得安定対策、防霜・農業災害、気象観測
岡部　徳子 農業振興地域、認定農業者、特別栽培農産物、農地中間管理機構
水野　亮達 中山間地域等直接支払交付金、多面的機能支払交付金、米全袋検査

（併） 高坂　正紀 土地改良区
（兼） 宇佐見純平 伝票

林業畜産係
（兼）係長 星　　　徹 林業畜産全般、ふくしま森林再生事業、森林環境税交付金事業

（兼） 芳賀　真一 バイオマス関連事業
宇佐見純平 家畜防疫、畜産振興事業

振興公社準備室

（兼）室長 村山　義美 振興公社設立準備
次　長 圓井　正男 土づくりセンター運営、良質たい肥生産研究

（兼） 我妻　正紀 振興公社設立準備
山本　恵子 農産物加工・直売所運営、振興公社設立準備（嘱託員）

地域整備課
☎493116[建設 ]
☎493196[環境 ]

課　　長 増谷　隆夫 課内業務総括、用地取得、日陰林、除雪、水道施設整備計画

建設係

係　長 渡邊　和子 公営住宅、建築確認、屋外広告物、道路・河川等占用、優良住宅認定、道路環境美化

矢吹　清勝 道路工事、河川工事、農地災害復旧
平田　太良 農道・林道工事、道路・河川災害復旧、林道施設災害、土地改良工事、治山工事

芳賀　博文 道路維持補修、水道（嘱託員）
吉保　広幸 道路維持補修、水道（嘱託員）

環境係 係　長 青戸　秀樹 公害・環境衛生、水道施設、集落排水処理施設
坂本　雄希 畜犬登録、浄化槽、水道施設、集落排水処理施設

出　納　室
☎493199

会計管理者兼出納室長 古舘　甚子 公金出納業務総括
係　長 鈴木　節子 公金出納業務

（兼） 矢吹かおり

保健センター
☎㉙1231

所　　長 村山　通子 保健センター業務総括、成人保健、健康相談、保健指導
鈴木啓枝子 献血、住民健診（嘱託員）

行 政 組 識27年度の新体制が決まりました
村職員の配置および主な担当業務をお知らせします

（27年４月１日現在）

診　療　所
☎492028

所　　長 北　　伸一 医師
佐藤　　蕃 医師

事務長 石井　智子 診療所業務総括
（兼） 蛭田みゆき 看護

前田　甲子 看護
古市るり子 看護（嘱託員）

こどもセンター
☎㉙1010

所　　長 鈴木　令子 こどもセンター業務総括、事務
次　　長 鈴木恵美子 こどもセンター業務、事務

矢吹　智広 事務
中川西ミユキ 栄養
藤田　英子 調理

鮫川保育園
☎㉙1010

（兼）園長 鈴木　令子 保育園業務総括
（兼）副園長 鈴木恵美子 保育園業務

（兼） 矢吹　智広 事務
生田目京子 保育
小針　富子 保育

（併） 渡辺　明美 保育
（併） 青戸　吏絵 保育

生田目真由美 保育
根本　　彩 保育
岡部　和彦 保育
関根　静香 保育
芳賀明日香 保育
佐藤キヨ子 保育（嘱託員）
青戸智恵子 保育（嘱託員）
芳賀　幸恵 保育（嘱託員）
圓井　美穂 保育（嘱託員）
水野智恵子 保育（嘱託員）
黒田　美保 保育（嘱託員）
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村
し
ま
し
た
︒
鮫
川
村

は
９
回
目
の
受
け
入
れ
で
す
︒
そ
し
て
︑

今
年
度
は
福
島
県
唯
一
の
受
け
入
れ
自
治

体
と
な
り
ま
し
た
︒

　

生
ま
れ
は
埼
玉
県
川
越
市
で
︑
東
京
農

業
大
学
国
際
食
料
情
報
学
部
食
料
環
境
経

済
学
科
を
３
月
に
卒
業
し
ま
し
た
︒

　

緑
の
ふ
る
さ
と
協
力
隊
に
応
募
し
た
理

由
は
︑
満
員
電
車
の
中
で
﹁
幸
せ
っ
て
な

ん
だ
っ
け
？
﹂
と
︑
疑
問
に
思
っ
た
か
ら

で
す
︒
私
は
10
年
間
︑
東
京
都
の
学
校
に

通
っ
て
お
り
︑
物
々
し
い
都
会
の
窮
屈
さ

を
感
じ
た
り
︑
違
和
感
を
持
っ
て
い
た
り

し
ま
し
た
︒
昨
年
︑
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

募
集
を
見
て
﹁
こ
れ
だ
！
﹂
と
直
感
で
応

募
し
ま
し
た
︒

　

４
月
は
鮫
川
村
の
観
光
地
巡
り
を
し
ま

し
た
︒
強
滝
︑
江
竜
田
の
滝
や
鹿
角
平
に

行
き
ま
し
た
︒
特
に
驚
い
た
の
は
滝
や
山

に
す
ぐ
行
け
る
こ
と
で
す
︒
川
越
市
は
平

野
な
の
で
山
も
滝
も
あ
り
ま
せ
ん
︒
自
然

に
囲
ま
れ
た
環
境
で
暮
ら
す
こ
と
は
︑
と

て
も
新
鮮
で
す
︒　

　

４
月
12
日
︑
強
滝
に
行
く
と
︑
カ
タ
ク

リ
の
花
が
見
事
に
咲
い
て
い
ま
し
た
︒
カ

タ
ク
リ
の
花
を
見
る
の
は
初
め
て
で
し

た
︒
あ
ぜ
道
に
は
︑
シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ
バ
カ

マ
も
咲
い
て
い
ま
し
た
︒
都
市
部
で
は
見

ら
れ
な
い
里
山
の
花
は
︑
人
の
手
が
ほ
と

ん
ど
加
わ
っ
て
い
な
い
分
︑
自
然
の
美
し

さ
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
︒

　

鮫
川
村
に
入
っ
て
１
カ
月
が
経
ち
ま

す
︒
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
す
が
︑
緑
の
ふ
る

さ
と
協
力
隊
と
し
て
鮫
川
村
の
良
さ
を
伝

え
て
い
き
ま
す
の
で
︑
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
︒

論
を
学
ん
だ
り
︑
全
国
の
課
題
先
進

地
を
視
察
し
た
り
し
ま
し
た
︒
住
民

が
ど
の
よ
う
に
課
題
と
向
き
合
っ
て

い
る
の
か
を
実
際
に
見
て
︑
そ
れ
を

理
論
で
確
か
め
ま
し
た
︒﹁
現
場
か

ら
学
ぶ
こ
と
は
多
か
っ
た
︒
今
ま
で

見
え
な
か
っ
た
こ
と
が
見
え
る
よ
う

に
な
っ
た
︒
多
く
の
人
と
の
出
会
い

も
財
産
﹂と
言
葉
を
弾
ま
せ
ま
し
た
︒

　
﹁
徹
夜
で
レ
ポ
ー
ト
を
ま
と
め
た

こ
と
も
あ
っ
た
︒
そ
れ
で
も
不
思
議

と
疲
れ
を
感
じ
な
か
っ
た
︒
好
き
な

こ
と
を
学
べ
て
い
た
か
ら
で
は
﹂
と

に
っ
こ
り
︒

　

今
後
は
︑
地
域
づ
く
り
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
積
極
的
に
参
加
す
る
ほ

か
︑
大
学
生
に
中
山
間
地
の

現
状
や
課
題
な
ど
を
語
っ

て
い
き
た
い
と
い
い
ま
す
︒

﹁
若
い
人
が
農
山
村
に
向
く

き
っ
か
け
を
つ
く
り
た
い
︒

私
の
役
目
だ
と
思
う
﹂︒
学

ん
だ
こ
と
を
村
に
還
元
し
て

い
き
た
い
と
い
う
強
い
思
い

を
話
し
ま
し
た
︒

が
あ
り
ま
す
︒
ギ
フ
ト
バ
ッ
グ
は

１
０
０
円
︵
税
込
︶
で
︑
商
品
の
形

を
選
ば
な
い
た
め
︑
手
土
産
な
ど
に

最
適
︒
ま
た
︑﹁
ゆ
う
き
く
ん
﹂
が
印

刷
さ
れ
た
エ
コ
バ
ッ
グ
や
マ
イ
バ
ッ

グ
も
﹁
手
・
ま
め
・
館
﹂
で
販
売
さ

れ
て
い
ま
す
︒
各
５
０
０
円
︵
税

込
︶︒﹁
手
・
ま
め
・
館
﹂
や
鮫
川
村

を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
商
品
な
の
で
︑

ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
︒

問
村
農
産
物
加
工
・
直
売
所
﹁
手
・

　

ま
め
・
館
﹂
☎
㊾
２
５
５
６

村
農
産
物
加
工
・
直
売
所
﹁
手
・

ま
め
・
館
﹂
や
豊
か
な
土
づ

く
り
セ
ン
タ
ー
﹁
ゆ
う
き
の
郷
土
﹂

イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
﹁
ゆ
う
き

く
ん
﹂
の
関
連
グ
ッ
ズ
が
完
成
し
ま

し
た
︒
村
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
岡

部
良
典
さ
ん
が
︑
ブ
ラ
ン
ド
強
化
を

目
的
に
考
案
し
ま
し
た
︒

　
﹁
ゆ
う
き
く
ん
﹂
が
描
か
れ
た
ギ

フ
ト
バ
ッ
ク
を
始
め
︑
の
ぼ
り
旗
︑

展
示
パ
ネ
ル
︑﹁
手
・
ま
め
・
館
﹂
の

ロ
ゴ
が
印
刷
さ
れ
た
包
装
紙
な
ど

地
域
づ
く
り
の
現
場
か
ら

学
ん
だ
こ
と
を
村
に
還
元
し
た
い

ブランド強化で
さらに魅力をアピール

「手・まめ・館」「ゆうきくん」関連グッズが登場

鈴
木
治
男
さ
ん
が
大
学
院
を
卒
業

緑
の
ふ
る
さ
と
協
力
隊
の
山
田
恵
里
で
す

鮫
川
村
の
良
さ
を
伝
え
て
い
き
ま
す

上_第22期緑のふるさと協力隊の山田恵里で

す。よろしくお願いします。

下_強滝に咲いていたカタクリの花。里山の花

を初めて見ました

船木正衛さん宅の種まき作業

を手伝いました。慣れない作

業で大変でした。地域の人た

ちがパワフルで驚きました

「緑のふるさと協力隊 in 鮫川村」

「いいね！」お願いします。

恵 里みの
さめがわ日記　ｖｏｌ .１

緑のふるさと協力隊・山田恵里さんの鮫川体験記 CLOSE  UP  SAMEGAWA
ク ロ ー ズ　 ア ッ プ　 さ め が わ

学位記を持つ鈴木治男さん

包装紙、ギフトバッグ、エコバッグ（手前から時計回り）

ゆうきくん



　
村
は
、
４
月
７
日
付

で
農
林
課
内
に
防
霜
対

策
本
部
（
本
部
長
・
大

樂
村
長
）
を
設
置
。
霜
注

意
報
が
発
令
さ
れ
た
と

き
の
周
知
や
被
害
が
発

生
し
た
場
合
の
対
策
を

行
い
ま
す
。

　
農
産
物
に
被
害
が

発
生
し
た
場
合
は
、
防

霜
対
策
本
部
（
☎
49

３
１
１
４
）
ま
で
知
ら
せ

て
く
だ
さ
い
。

　
芳
賀
元
治
さ
ん
＝
渡

瀬
字
江
竜
田
＝
が
、
村

と
自
衛
隊
福
島
地
方
協

力
本
部
か
ら
自
衛
官
募

集
相
談
員
に
委
嘱
さ
れ

ま
し
た
。

　
任
期
は
27
年
４
月
１

日
か
ら
29
年
３
月
31
日

ま
で
の
２
年
間
で
す
。

　
自
衛
官
募
集
相
談
員

は
、
自
衛
隊
志
望
者
に

対
す
る
情
報
提
供
、
学

校
へ
の
募
集
協
力
の
促

進
、
自
衛
隊
の
広
報
活

動
に
対
す
る
支
援
な
ど 看板を設置

※ＤＣ（デスティネーション・キャンペーン）…一定期間、重点的かつ
集中的に全国で宣伝販売を展開する観光キャンペーン

村政TOPICS

気
迫
の
プ
レ
ー
を
見
せ
た
選
手
た
ち

盛
大
に
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
祝
う
参
加
者

大
き
な
声
で
歌
う
幼
稚
園
児
た
ち

役場農林課に防霜対策本部を設置自衛官募集相談員に芳賀元治さん

友達といっぱい遊ぼうね
さめがわこどもセンターで入園式

　さめがわこどもセンター（鈴木令子園長、128
人）の入園式は４月８日、同センター体育館で行
われ、幼稚園に29人（男子13人、女子16人）、保
育園に19人（男子10人、女子９人）が入園しました。
　式では、保護者が見守る中、園児一人一人が名
前を呼ばれると、元気よく返事をしていました。

野球少年たちが熱戦繰り広げる

連携して魅力を発信する

交流親善大会が村内で初開催

ふくしまＤＣオープニングイベント

　交流親善大会（鮫川村スポーツ少年団学童野球
部主催）は３月28日、村青少年広場で開かれまし

た。大会には、７チーム約100人が出場。５・６年
生のＡチームはトーナメント戦で、４年生以下の

チームは総当たり戦で争われました。熱戦の末、
鮫川村チームが優勝しました。

　ふくしまＤＣ「福が満開、福のしま。」オープニン

グイベントは４月４日、新白河駅で開かれました。
同キャンペーンを盛り上げるため、また、しらかわ

地方の観光ＰＲなどを目的に開催。県南９市町村
長、キャラクターたちが参加し、鏡開きや演奏会
など、さまざまな催しが行われました。

村政TOPICS

新たなスタートに胸膨らます

行政相談員に須藤幸子さん

村内小・中学校で入学式

１_担任に名前を呼ばれ元気よ

く返事をする入学児童（鮫川小）

／２_遠藤校長から新しい教科

書を手渡される入学児童（青生

野小）／３_在校生と保護者に

拍手で迎えられる中、入場する

新入生（鮫川中）

枝
野
巡
査
部
長
が
着
任

12人が高校生活に期待を寄せる

炭焼き窯づくり技術に触れる棚
倉
警
察
署
鮫
川
駐
在
所

県立修明高校鮫川校入学式

東京農大里山景観保全活動

　この春、棚倉警察署鮫川駐在所に枝野邦彦巡
査部長が着任しました。枝野巡査部長は、いわき

市出身の55歳で、いわき中央警察署から転任し

ました。「交通事故や振り込め詐欺の被害がない

よう呼びかけていきたいです」と意気込みを話し

ました。

　県立修明高校鮫川校（水野晴夫校長、62人）の
入学式は４月９日、同校体育館で行われました。
　式では、12人（男子６人、女子６人）の新入生一
人一人が呼名され、水野校長が入学を許可。新入
生代表の江田晃子さんが充実した高校生活を送
ることを誓いました。

　東京農大の里山景観保全活動は４月25日・26
日の２日間、葉貫地内で行われました。活動には、
学生12人が参加。小林輝男さん＝赤坂東野字葉
貫＝の指導で、炭焼き窯作りを行いました。土を
運び、固めながら土台を作りました。また、天狗
橋を散策し、里山の草花を観賞しました。

「
１
日
も
早
く
な
じ
み
た
い
」
と
話
す
枝
野
巡
査
部
長

新
入
生
代
表
宣
誓
を
す
る
江
田
さ
ん

作
業
に
汗
を
流
す
学
生
た
ち

ほ っ と ニ ュ ー ス

　村内小・中学校の入学式は、４月６日に各校で

行われました。今年は鮫川小（芳賀なおみ校長、
181人）に31人（男子14人、女子17人）、青生野小
（遠藤真由美校長、13人）に２人（男子１人、女子１
人）、鮫川中（佐藤勝久校長、94人）に29人（男子
13人、女子16人）が入学しました。
　鮫川小の入学式では、入
学児童たちは、名前を呼ば

れると元気な声で返事をし、
入学を許可されました。教
室では、新しい教科書を手
にしながら、これから始まる

小学校生活への期待に胸を

膨らませていました。

を
行
い
ま
す
。

　
須
藤
幸
子
さ
ん
＝
赤

坂
東
野
字
遠
ヶ
竜
＝
が
、

総
務
省
か
ら
鮫
川
村
を

担
当
す
る
行
政
相
談
員

に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
任
期
は
27
年
４
月
１

日
か
ら
29
年
３
月
31
日

ま
で
の
２
年
間
で
す
。

　
行
政
相
談
員
は
、
国
・

県
・
市
町
村
な
ど
の
役

所
や
特
殊
法
人
の
仕
事

に
対
す
る
苦
情
、
意
見

や
要
望
を
受
け
付
け
、

皆
さ
ん
と
関
係
行
政
機

関
と
の
間
に
立
ち
、
そ

の
解
決
を
促
進
す
る
よ

う
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
５
月
１
日
か
ら
31
日

ま
で
の
１
カ
月
間
は
「
さ

わ
や
か
行
政
相
談
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
で
す
。
手
紙

や
電
話
で
も
相
談
で
き

ま
す
の
で
、
気
軽
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

１

２３

芳賀元治さん
☎482426

須藤幸子さん
☎492717



Book

「スッキリ落ちついた暮らし」のため
の68のヒントを提案。ひとつずつ

習慣にしていくだ
けで、自然に自分
にとって心地よい
暮らしが実現でき
る。シンプルライ
フ実践の第一人者
による決定版。

1314 1314

図 書 の 缶 詰

図書館からおすすめの本をご紹介
鮫川村図書館☎ 29-1150

せきね・ひろき●1988年、西山字大平生まれ。建設会社（郡山
市）に勤務。趣味はドライブとスノーボード。モットーは「明る
く前向き」。就職を機に鮫川村を離れ、現在は郡山市で一人暮ら
し。「鮫川村に帰る」という強い思いをもっている。26歳。

　

最
近
︑
故
郷
・
鮫
川
村
の
温
か
さ
や

大
切
さ
を
よ
り
強
く
感
じ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
︒

　

私
は
仕
事
の
都
合
で
︑
１
年
ほ
ど
仙

台
市
に
住
み
︑
現
在
は
郡
山
市
に
住
ん

で
い
ま
す
︒
社
会
人
に
な
っ
て
鮫
川
村

を
離
れ
て
暮
ら
す
よ
う
に
な
り
︑
ふ
と

し
た
と
き
に
寂
し
く
な
っ
た
り
︑
家
族

の
温
か
さ
が
恋
し
く
な
っ
た
り
し
ま
す
︒

　

私
に
は
姉
と
弟
が
い
ま
す
が
︑
ど
ち

ら
も
鮫
川
村
を
離
れ
て
家
庭
を
も
っ
て

い
ま
す
︒
祝
い
事
な
ど
が
あ
る
と
家
族

全
員
が
集
ま
り
ま
す
︒
姉
と
弟
の
子
ど

も
は
幼
い
た
め
︑
と
て
も
に
ぎ
や
か
で

す
︒
た
ま
に
家
族
に
会
う
機
会
は
あ
る

も
の
の
︑
最
近
は
鮫
川
村
の
友
人
に
会

う
機
会
が
少
な
く
な
り
ま
し
た
︒
ま
た
︑

以
前
参
加
し
て
い
た
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の

活
動
に
も
参
加
で
き
ず
︑
寂
し
い
限
り

で
す
︒
し
か
し
︑
帰
っ
た
と
き
︑
近
所

の
人
や
知
り
合
い
に
会
う
と
昔
と
変
わ

ら
な
い
笑
顔
で
あ
い
さ
つ
や
話
を
し
て

く
れ
ま
す
︒
そ
ん
な
家
族
や
鮫
川
村
の

温
か
さ
に
触
れ
る
と
癒
や
さ
れ
︑
仕
事

の
疲
れ
も
忘
れ
ら
れ
ま
す
︒

　

今
は
離
れ
て
い
て
も
︑
い
ず
れ
は
鮫

川
村
に
戻
り
た
い
と
強
く
思
っ
て
い
ま

す
︒
私
に
と
っ
て
故
郷
・
鮫
川
村
は
か

け
が
え
の
な
い
存
在
で
す
︒
温
か
く
迎

え
て
く
れ
る
家
族
や
鮫
川
村
に
と
て
も

感
謝
し
て
い
ま
す
︒

　

次
号
は
、
森
大
亮
さ
ん（
赤
坂
東
野
字
遠
ヶ

竜
）に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
！

202村民【随想】リレー

関根裕樹さん

故郷

字幕翻訳の第一人者・戸田奈津子
が語る初の自伝ノンフィクション。
いちずに映画を追い続けた少女
は、いかにして夢を叶えたのか？

　戦争体験、長い
下積み、ハリウッド
スターの華やかな
交友など。人生の
ほとんどを「映画＝
夢」にささげた彼女
の素顔とは？

み ん な の ペ ー ジ

踊
る
と
い
う
よ
り
演
じ
る
の
が
松
若
流

松若流舞踊会
赤坂和子代表／５人

　

日
本
舞
踊
を
行
っ
て
い
る
﹁
松
若
流
舞
踊

会
﹂︒
敬
老
会
︑
芸
能
発
表
会
や
高
齢
者
施
設

な
ど
で
披
露
し
て
い
る
ほ
か
︑
東
京
都
で
演

じ
る
こ
と
も
あ
る
と
い
い
ま
す
︒

　
﹁
踊
る
と
い
う
よ
り
演
じ
る
﹂
と
話
す
和

子
さ
ん
︒
役
に
な
り
き
り
︑
感
情
を
入
れ
て

踊
り
ま
す
︒
足
の
運
び
方
︑
手
の
位
置
や
角

度
︑
小
物
の
使
い
方
︑
目
線
な
ど
︑
細
か
い

部
分
ま
で
神
経
を
使
い
︑
曲
の
内
容
を
表
現

し
ま
す
︒

　

お
客
さ
ん
の
評
判
は
良
く
︑﹁
良
か
っ
た
﹂

﹁
ま
た
見
た
い
﹂
と
声
を
か
け
ら
れ
る
こ
と

も
多
い
そ
う
で
す
︒﹁
人
に
踊
り
を
見
て
も

ら
え
る
こ
と
に
生
き
が
い
を
感
じ
て
い
る
﹂

と
話
す
光
子
さ
ん
の
表
情
は
︑
生
き
生
き
と

し
て
い
ま
し
た
︒

さ

る

め

集

が

い

わ
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KEEP ON DREAMING

第３土曜日は 家族一緒に読書の日

俳　
　

句

春
彼
岸
ダ
ブ
ル
ホ
ー
マ
ー
甲
子
園

中
井
　
恒
峯

春
一
番
畑
こ
と
ご
と
く
耕
起
す
る

北
條
素
人
坂

水
仙
咲
き
か
ん
ぷ
ら
い
も
蒔
く
老
二
人

松
本
　
精
一

い
ざ
厨
房
男
の
料
理
さ
し
す
せ
そ

土
　
竜
　
庵

ラ
ン
ド
セ
ル
兄
が
見
守
る
初
登
校

前
田
　
縫
子

帰
還
し
て
せ
め
て
パ
ン
ジ
ー
鉢
植
に

齋
須
　
信
子

廃
屋
の
椿
大
樹
と
な
り
に
け
り

山
本
　
恵
子

絵
手
紙
に
描
い
て
味
わ
う
桜
餅

鈴
木
　
米
子

ま
ん
さ
く
の
ほ
ぐ
れ
初
め
た
る
空
の
蒼

山
本
五
十
鈴

短　
　

歌

手
入
れ
さ
れ
実
家
の
山
の
杉
森
の
伸
び

る
梢
に　

父
母
の
影

鈴
木
イ
ミ
子

老
人
の
心
得
な
ど
は
そ
っ
ち
の
け
ひ
た

す
ら
投
げ
る
輪
も
定
ま
ら
ず佐

藤
　
春
枝

農
民
党
と
云
わ
れ
し
者
も
な
く
な
り
て

議
会
は
ひ
た
に
空
転
模
様

矢
吹
　
定
子

庭
園
を
飾
り
て
冬
の
花
の
よ
う
雪
の
積

も
り
も
目
を
た
の
し
ま
す

須
藤
　
幸
子

山
ゆ
け
ば
響
く
小
川
の
せ
せ
ら
ぎ
に
月

の
光
の
届
く
す
が
し
さ

水
野
　
珠
子

辛
さ
な
ど
日
常
な
る
も
耐
え
よ
と
い
う

祖
母
の
手
縫
い
の
守
袋
は

関
根
　
瑞
恵

人
生
を
農
に
生
か
し
て
八
十
年
つ
と
め

し
影
に
些
か
の
光

溝
井
　
清
乃

人
生
訓
こ
こ
に
求
め
て
農
の
日
と
畑
に

通
う
わ
れ
の
幸
せ

坂
本
　
伊
紀

あ
り
も
せ
ぬ
強
制
収
用
の
慰
安
婦
に
触

れ
て
拘
る
大
統
領
は

一
　
平
　
子

淡
き
陽
に
花
壇
の
草
花
競
い
咲
く
日
毎

楽
し
く
手
を
差
し
の
べ
る

石
井
　
幸
子

渡
り
鳥
北
に
向
か
っ
て
帰
り
行
く
季
節

の
変
わ
り
と
賑
わ
せ
な
が
ら須

藤
シ
ツ
エ

寒
中
に
迷
え
し
子
猫
あ
わ
れ
み
て
餌
や

り
お
れ
ば
め
ん
こ
く
な
り
ぬ前

田
喜
三
子

春
の
野
に
梅
の
蕾
が
開
く
と
き
も
ず
の

高
鳴
き
巣
作
り
始
む

関
根
ヨ
ネ
子

い
つ
ま
で
も
心
の
支
え
の
我
が
母
校

百
四
十
年
の
幕
を
ば
閉
じ
る藤

田
千
代
子

晴
れ
た
空
風
が
ひ
ゅ
う
ひ
ゅ
う
杉
花
粉
裏

の
林
に
う
ぐ
い
す
の
声

関
根
ハ
ナ
ヨ

す
べ
か
ら
く
年
度
の
変
わ
り
其
れ
な
り

に
時
代
を
進
む
我
等
が
道
の板

橋
　
源
良

雪
し
ま
く
戻
り
冬
な
る
富
山
路
を
買
わ

れ
し
仔
牛
無
事
に
行
き
し
か関

根
キ
ヌ
子

人
の
和
は
絵
に
書
い
た
餅
に
な
ら
ぬ
も

の
理
屈
ば
か
り
は
友
も
近
寄
ら
ず

矢
吹
　
一
二

変
わ
り
行
く
舘
山
花
木
の
花
咲
き
て
心

躍
ら
す
村
の
人
た
ち

北
條
　
　
平

戸田奈津子・金子裕子著、双葉社

ひとつずつ、少しずつ変えていく

スッキリ落ちついた暮らし68のヒント

金子由紀子著、世界文化社
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古
民
家
を
改
築
し
た
自
宅
は
︑

し
っ
く
い
の
壁
と
黒
い
梁
で
︑

モ
ダ
ン
な
雰
囲
気
が
漂
い
ま
す
︒
室

内
に
は
︑
こ
い
の
ぼ
り
や
か
ぶ
と
を

か
た
ど
っ
た
置
物
︑
吊
る
し
飾
り
や

タ
ペ
ス
ト
リ
ー
が
所
狭
し
と
飾
ら
れ
︑

華
や
か
さ
と
季
節
感
を
演
出
し
て
い

ま
す
︒
全
て
が
幸
子
さ
ん
の
手
作
り
︒

そ
の
数
の
多
さ
に
驚
く
と
同
時
に
︑

売
り
物
と
間
違
わ
れ
る
ほ
ど
の
完
成

度
の
高
さ
に
圧
倒
さ
れ
ま
す
︒

　

３
月
に
は
約
50
体
の
男
雛
と
女
雛
︑

吊
る
し
雛
や
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
が
︑
正

月
に
は
干
支
や
羽
子
板
な
ど
を
か
た

ど
っ
た
置
物
が
飾
ら
れ
ま
す
︒

　
﹁
飾
り
た
い
場
所
に
合
う
色
合
い
︑

形
や
大
き
さ
に
で
き
る
こ
と
が
手
作

り
の
良
さ
﹂
と
に
っ
こ
り
︒
作
り
続

け
て
約
20
年
︒
少
し
ず
つ
作
品
を
増

や
し
て
き
ま
し
た
︒

　

妥
協
を
し
な
い
幸
子
さ
ん
︒﹁
悩

ん
だ
と
き
は
苦
し
い
方
を
選
び
ま
す
︒

完
成
し
た
と
き
の
満
足
感
が
違
い
ま

す
﹂︒
そ
れ
だ
け
に
一
つ
一
つ
に
愛

着
が
あ
る
と
い
い
ま
す
︒
思
い
が
つ

ま
っ
た
作
品
を
飾
る
こ
と
で
︑
空
間

に
温
か
み
が
添
え
ら
れ
ま
す
︒

　

評
判
を
聞
き
つ
け
て
訪
ね
て
来
る

人
が
増
え
て
い
ま
す
︒﹁
手
作
り
の

物
を
飾
っ
て
︑
人
が
見
に
来
て
く
れ

る
︒
こ
ん
な
に
う
れ
し
い
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
﹂
と
︑
幸
子
さ
ん
の
制
作

意
欲
が
尽
き
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
︒

生活を楽しむため、家の
中を明るい雰囲気にする
ために作り続けています

「パッチワーク教室」に参加した
ことがきっかけ。本を参考に、時
間を見つけては少しずつ作りま
す。「自分で嫌になるほど下手な
んです」とはにかむ幸子さん

鮫
川
小
学
校
１
８
１
人
で

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

■
着
任
式

　

４
月
６
日
︑
鮫
川
小
学
校
に
転

入
し
た
４
人
の
先
生
と
在
校
生
児

童
と
の
出
会
い
の
式
を
行
い
ま
し

た
︒
先
生
た
ち
か
ら
の
あ
い
さ
つ

の
あ
と
︑
児
童
代
表
の
木
村
天
音

さ
ん
︵
６
年
︶

の
歓
迎
の
言

葉
で
迎
え
ま

し
た
︒
▼
転
入

教
職
員
氏
名

︵
前
任
校
︶
︙

教
頭
・
石
川
勝
佳
︵
二
本
松
南
小
︶

教
諭
・
松
本
由
子︵
善
郷
小
︶教
諭
・

大
橋
秀
美
︵
小
名
浜
二
小
︶
講
師
・

高
木
加
代
子
︵
東
舘
小
︶

■
第
１
学
期
始
業
式

　

新
年
度
の
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
っ

て
︑
校
長
先
生
か
ら
﹁
生
活
や
学

習
の
中
で
言
葉
遣
い
や
説
明
す

る
こ
と
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
﹂

︵
今
年
度
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
﹁
言

葉
﹂
で
す
︶
と

い
う
話
が
あ
り

ま
し
た
︒
そ
し

て
︑
児
童
代
表

の
蛭
田
桜
也
さ

ん
︵
６
年
︶
が

新
年
度
の
抱
負
を
発
表
し
ま
し
た
︒

■
入
学
式

　

保
護
者
に
連
れ
ら
れ
︑
新
し
い

ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
っ
た
31
人

︵
男
子
14
人
︑
女
子
17
人
︶
の
新
入

生
が
鮫
川
小
学
校
に
入
学
し
ま
し

た
︒
多
数
の
来
賓
の
皆
さ
ま
︑
教

職
員
︑
そ
し
て
在
校
生
に
見
守
ら

れ
︑
担
任
の
呼
名
に
元
気
よ
く
返

事
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
︒

　

校
長
先
生
か

ら
﹁
あ
い
さ
つ
︑

返
事
︑
靴
そ
ろ

え
を
し
っ
か
り

し
ま
し
ょ
う
﹂

と
い
う
話
が

あ
り
︑
１
年
生
は
元
気
に
﹁
は
い
﹂

と
答
え
ま
し
た
︒
在
校
生
を
代
表

し
て
須
藤
由
衣
さ
ん
︵
６
年
︶
が

歓
迎
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
︒
在

校
生
が
歌
う
校
歌
を
聞
き
な
が
ら
︑

入
学
の
喜
び
を
感
じ
て
い
る
よ
う

で
し
た
︒

（
文
・
写
真
／
鮫
川
小
学
校
）

み ん な の ペ ー ジ

生田目竜弥さん

なまためたつや
1993年7月13日生まれ　21歳
Ｏ型　かに座
趣味はスノーボード
青生野字青生野

★今、夢中になっているこ

とは？

　会社の先輩に勧められて

始めたスノーボードです。
少し滑れるようになりまし

た。景色を見ながら滑るの

が楽しいです。また来シー

ズンもやりたいです。
★これからチャレンジしてみ

たいことは？

　高校生のとき、卓球部に

所属していました。クラブ

などがあれば参加したいで

す。運動することが好きな

ので、年間通して体を動か

したいと思います。
★鮫川村に住んでいて感じ

ることや好きなところは？

　鮫川村は自然が豊かです。

子どものころ、山や川で遊
んでいました。とても楽し

かったという思い出が残っ

ています。また、老若男女
問わず、地域の人たちが仲
がいいと感じます。
★鮫川村に要望などはあり

ますか？

　私は運転できるのであま

り不便に感じませんが、運
転ができない高齢者は買い

物をするのも一苦労です。
村内の店がもっと充実して

ほしいです。

若者の広場　№ 125

裁縫

生田目幸子さん
なまため・さちこ／赤坂東野字戸草／ 65歳

人に見てもらえることが励みに
尽きない制作意欲

６月は、小松雅和さん（渡瀬字
上在住）の予定です。

鮫川小学校編

（127）

老
若
男
女
問
わ
ず
仲
が
い
い

あなたの

Vol.34

光る技

キラり
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■電話番号

鮫川村役場（代表・総務課）
☎ 0247―49―3111
FAX 0247―49―2651

防災無線でむし歯予
防を呼びかけます。
５月の担当は―
青生野小学校
保健・給食委員会
　山形美鈴さん（６年）

　澤口琴音さん（５年）

　藤田紗輝さん（４年）

体
育
大
会
出
場
者
に

激
励
金
を
給
付
し
ま
す

　

全
国
大
会
以
上
の
体
育
大
会

に
出
場
す
る
個
人
お
よ
び
団
体

に
対
し
て
︑
次
に
よ
り
激
励
金

を
給
付
し
ま
す
︒

対
象
と
な
る
大
会　

全
国
大
会

以
上
の
体
育
大
会
︒
た
だ
し
︑

フ
リ
ー
エ
ン
ト
リ
ー
の
大
会

や
予
選
の
な
い
大
会
は
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
︒

対
象
者　

次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
個
人
ま
た
は
団
体
▼

村
内
に
住
所
が
あ
る
人
▼
村

内
に
住
所
が
あ
る
人
で
構
成

さ
れ
て
い
る
団
体
▼
村
内
に

所
在
が
あ
る
団
体
▼
村
内
に

「
鮫
川
エ
ゴ
マ
」
の

生
産
者
を
募
集
し
ま
す

　

特
産
さ
め
が
わ
合
同
会
社
は
︑

新
た
な
エ
ゴ
マ︵
じ
ゅ
う
ね
ん
︶の

生
産
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
︒

　

近
年
︑
エ
ゴ
マ
の
効
能
が
注
目

さ
れ
︑需
要
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
︒

し
か
し
︑
生
産
量
が
追
い
付
か

ず
︑品
薄
の
状
態
が
続
い
て
い
ま

す
︒
こ
れ
を
受
け
て
︑
村
の
生
産

奨
励
制
度
が
決
定
し
ま
し
た
︒買

い
取
り
金
額
を

１
㎏
当
た
り

３
０
０
円
上
乗

せ
し
ま
す
︒
生

産
拡
大
に
協
力

し
て
く
だ
さ
い
︒

　

希
望
す
る
人
は
︑
エ
ゴ
マ
の
種

子
を
配
布
し
ま
す
の
で
︑村
商
工

会
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
︒

買
い
取
り
金
額　

黒
エ
ゴ
マ
︙
１

４
０
０
円
／
白
エ
ゴ
マ
︙
１
３

０
０
円

問
特
産
さ
め
が
わ
合
同
会
社

　
︵
村
商
工
会
内
︶
☎
㊾
２
１

　

７
１

人
権
に
関
す
る
悩
み
な
ど

ふ
れ
あ
い
相
談
会
を
開
催

　

法
務
省
お
よ
び
全
国
人
権
擁

護
委
員
連
合
会
は
︑
６
月
１
日

を
﹁
人
権
擁
護
委
員
の
日
﹂
と

定
め
︑
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
︒

　

村
は
︑
人
権
思
想
の
普
及
高

揚
を
図
る
た
め
︑﹁
ふ
れ
あ
い

相
談
会
﹂
を
開
催
し
ま
す
︒
人

権
に
関
す
る
困
り
ご
と
や
悩
み

ご
と
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま

す
︒
相
談
は
無
料
で
︑
秘
密
は

守
ら
れ
ま
す
︒

日
時　

６
月
１
日
㊊
９
時
～
正

　

午
場
所　

村
公
民
館

問
村
住
民
福
祉
課
福
祉
係
☎

　

㊾
３
１
１
３

原
発
事
故
損
害
賠
償
請
求

相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
す

　

東
京
電
力
株
式
会
社
は
︑
原

発
事
故
に
よ
り
受
け
た
損
害
に

対
す
る
賠
償
請
求
な
ど
の
相
談

に
応
じ
ま
す
︒

日
時　

５
月
14
日
㊍
︑
28
日
㊍

　

10
時
～
16
時

場
所　

役
場
２
階
﹁
正
庁
﹂

問
東
京
電
力
株
式
会
社
郡
山

　

補
償
相
談
セ
ン
タ
ー
☎
０
１

　

２
０
︲
７
６
３
︲
０
３
０

建
築
物
の
工
事
に
は

届
け
出
が
必
要
で
す

　

建
築
物
を
﹁
新
築
﹂﹁
増
築
﹂

﹁
改
築
﹂﹁
移
転
﹂﹁
取
り
壊
し
﹂

を
す
る
場
合
は
︑
事
前
に
届
け

出
が
必
要
で
す
︒
届
け
出
は
︑

建
築
基
準
法
で
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
の
で
︑
必
ず
届
け
出
し
て

く
だ
さ
い
︒
す
で
に
新
築
や
増

築
な
ど
を
し
た
人
は
︑
早
急
に

届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
︒

建
築
物
と
は　

屋
根
︑
屋
根
を

支
え
る
柱
や
壁
が
あ
る
建
物

で
す
︒
住
宅
以
外
の
建
物
で

あ
っ
て
も
屋
根
︑
柱
や
壁
が

あ
れ
ば
建
築
物
で
す
︒

対
象
建
築
物　

10
平
方
メ
ー
ト

　

ル
以
上
の
建
築
物

届
け
出
先　

役
場
地
域
整
備
課

問
村
地
域
整
備
課
建
設
係
☎

　

㊾
３
１
１
６

住
所
が
あ
る
人
で
村
外
に
所

在
が
あ
る
団
体
▼
村
立
の

小
・
中
学
校
を
卒
業
し
た
人

申
請
方
法　

次
の
提
出
物
を
村

教
育
委
員
会
教
育
課
に
持
参

し
て
く
だ
さ
い
︒
▼
出
場
す

る
大
会
要
項
▼
県
大
会
お
よ

び
東
北
大
会
の
結
果
表

そ
の
他　

激
励
金
の
給
付
は
︑

年
度
内
１
人
︵
１
団
体
︶
当

た
り
１
回
で
す
︒

問
村
教
育
委
員
会
教
育
課
生

　

涯
学
習
係
☎
㊾
３
１
５
１

有
害
狩
猟
鳥
獣
捕
獲
等
隊
が

出
動
し
て
い
ま
す

　

村
内
で
有
害
鳥
獣
に
よ
る
農

産
物
な
ど
へ
の
被
害
が
発
生
し

て
い
る
た
め
︑
有
害
狩
猟
鳥
獣

捕
獲
等
隊
が
出
動
し
て
い
ま
す
︒

　

６
月
18
日
㊍

ま
で
︑
現
地
確

認
︑
捕
獲
や
わ

な
設
置
な
ど
の

た
め
に
農
地
や

山
林
な
ど
の
所

有
地
を
歩
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
︒

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
︒

　

有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
産
物

へ
の
被
害
が
発
生
し
た
場
合
は
︑

役
場
農
林
課
へ
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
︒

問
村
農
林
課
☎
㊾
３
１
１
４

検
察
審
査
会
制
度
を

知
っ
て
い
ま
す
か

　

検
察
審
査
会
は
︑
検
察
官
が

適
正
に
起
訴
を
行
っ
て
い
る
か

ど
う
か
を
国
民
の
一
般
的
な
良

識
と
視
点
に
よ
っ
て
確
認
す
る

た
め
に
設
け
ら
れ
ま
し
た
︒

　

選
挙
権
が
あ
る
国
民
の
中
か

ら
無
作
為
に
選
ば
れ
た
11
人
の

検
察
審
査
員
が
︑
被
害
者
か
ら

申
し
立
て
の
あ
っ
た
事
件
な
ど

に
つ
い
て
︑
検
察
官
が
加
害
者

を
裁
判
に
か
け
な
い
処
分︵
不

起
訴
処
分
︶
に
し
た
こ
と
が
正

し
か
っ
た
の
か
ど
う
か
を
審
査

し
ま
す
︒

　

検
察
審
査
会
の
窓
口
で
は
︑

申
し
立
て
に
つ
い
て
の
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
︒
申
し
立

て
や
相
談
に
は
︑
費
用
は
か
か

り
ま
せ
ん
︒

問
郡
山
検
察
審
査
会
事
務
局
☎

　

０
２
４
︲
９
３
２
︲
５
６
５
６

募
集

i

相
談

i

建
築

i

案
内

i

８ 日 は 歯

の

日

1718

住民福祉課
　健康係　　　 　49-3112
　住民係・福祉係 49-3113
農林課　　　　 　49-3114
企画調整課　　 　49-3115
地域整備課
　建設係　　 　　49-3116
　環境係　　　 　49-3196
農業委員会　　 　49-3197
議会事務局　　 　49-3198
出納室　　　　 　49-3199

【その他の機関】
教育委員会　　 　49-3151
図書館　　　　 　29-1150
農業者トレーニングセンター
　　　　　　　 　49-3295
学校給食センター 49-2113
こどもセンター（保育園・
幼稚園）　　　　　29-1010
保健センター 　　29-1231
国保診療所　 　　49-2028
ほっとはうす・さめがわ
　　　　　　　 　48-2555
手･まめ･館　　 　49-2556
山王の里　　　 　48-2848

■鮫川村公式ホームページ

http://www.vill.samegawa.
fukushima.jp/

主催　鮫川村体育協会
期日　６月14日㊐※雨天決行
部門　①男子フリーⅠ（年齢制限なし）…５㌔／②男
子フリーⅡ（年齢制限なし）…３㌔／③男子小学５・
６年生…２㌔／④男子小学３・４年生…1.5㌔／⑤
男子小学１・２年生…１㌔／⑥女子フリー（年齢
制限なし）…３㌔／⑦女子小学５・６年生…２㌔／
⑧女子小学３・４年生…1.5㌔／⑨女子小学１・２
年生…１㌔／⑩親子（就学前の子どもと親、また

は祖父母）…0.7㌔
参加費　部門①～⑨…１５００円／部門⑩…２５００円
　／応援者などで焼き肉のみに参加する人…千円
申し込み　６月１日㊊までに参加申込書に必要事
項を記入し、参加費を添えて、村体育協会事務局
（村公民館内）に申し込んでください。なお、部門
②および⑥は60人、その他の部門は30人になり

次第締め切りとなります。
問村体育協会事務局（村教育委員会内）☎㊾３１５１

　村
み ん な

民の店「すまいる」の営業時間および定休日が４
月１日から変わりました。これまで定休日だった第１
木曜日も営業しますので、ぜひ利用してください。
営業時間　 ▼平日・祝祭日…９時～19時30分（３月
～12月）／９時～19時（１・２月） ▼日曜日…９時～
18時（通年）
定休日　１月１日・２日
問村

み ん な

民の店「すまいる」☎５７‐６９０１

■今月の納税　　　　　　　　

固定資産税（第１期）
※納期限：６月１日(月)

さわやか高原ロードレース大会
参加者を募集します

村
み ん な

民の店「すまいる」の
営業時間などが変わりました



暮らしに役立つ身近な情報をピックアップ！

情報ＢＯＸ

暮らしのカレンダー
日 月

３ 憲法記念日 ４ みどりの日

　和田医院(棚倉町)☎33-2012

●ふるさと春まつり

　東舘診療所(矢祭町)

　☎46-3165

●図書館休館日

●トレセン休館日

●ふるさと春まつり

10 11
　車田病院(塙町)☎43-1019 ●図書館休館日

●トレセン休館日

●３～４カ月児健診・お
　母さんの口腔健康相
　談…13:30 ～／塙厚生
　病院

17 18
　おおひら整形外科クリニック(棚倉町)

　☎33-9468

●図書館休館日

●トレセン休館日

24 25
　塙厚生病院(塙町)☎43-1145

●青生野小・青生野区民大運動会

●図書館休館日

●トレセン休館日

31 ６/１
　木村医院(矢祭町)☎46-3528 ●図書館休館日

●トレセン休館日

●固定資産税納期限

火 水 木 金 土

５/１ ２
●筋力づくり教室…
　10:00 ～ 15:00[保]

●献血

●ふるさと春まつり

５ こどもの日 ６ 振替休日 ７ ８ ９
　大木医院(棚倉町)

　☎33-2424

●図書館休館日

●トレセン休館日

●ふるさと春まつり

　東白川中央医院

　(棚倉町)☎33-3263

●図書館休館日

●トレセン休館日

●「さぎり荘」定休日

◆送迎バス運行日
　(渡瀬・青生野方面 )

●筋力づくり教室…
　10:00 ～ 15:00[保]

12 13 14 15 16
◆送迎バス運行日
　(西野・西山・富田方面 )

●筋力づくり教室…
　10:00 ～ 15:00[保]

◆送迎バス運行日
　(中野・東野方面 )

●「さぎり荘」定休日

●「手まめ館」定休日

●３歳児健診…
　13:00 ～ [保]

◆送迎バス運行日
　(渡瀬・青生野方面 )

●筋力づくり教室…
　10:00 ～ 15:00[保]

●わくわく広場…
　16:00 ～ [図]

●やまゆり保育室 [こ] ●鮫川小春季大運動会

19 20 21 22 23
◆送迎バス運行日
　(西野・西山・富田方面 )

●筋力づくり教室…
　10:00 ～ 15:00[保]

◆送迎バス運行日
　(中野・東野方面 )

●「さぎり荘」定休日
●やまゆり乳児室 [こ]
●心配ごと相談
●やまぶきの会
●おはなしの森…
　16:00 ～ [図]

◆送迎バス運行日
　(渡瀬・青生野方面 )

●筋力づくり教室…
　10:00 ～ 15:00[保]

●筋力づくり教室…
　10:00 ～ 15:00[保]

26 27 28 29 30
◆送迎バス運行日
　(西野・西山・富田方面 )

●筋力づくり教室…
　10:00 ～ 15:00[保]

◆送迎バス運行日
　(中野・東野方面 )

●「さぎり荘」定休日

●１歳６カ月児健診…
　13:00 ～ [保]

◆送迎バス運行日
　(渡瀬・青生野方面 )

●筋力づくり教室…
　10:00 ～ 15:00[保]

●筋力づくり教室…
　10:00 ～ 15:00[保]

２ ３ ４ ５ ６
◆送迎バス運行日
　(西野・西山・富田方面 )

◆送迎バス運行日
　(中野・東野方面 )
●「さぎり荘」定休日
●「手まめ館」定休日
●６～７カ月児健康相談
　…9:30～ [保]
● 10カ月児健康診査・
　お母さんの口腔健康
　相談…13:00 ～ [保]

◆送迎バス運行日
　(渡瀬・青生野方面 )

人の
動き

４/１現在・（　）は前月比

人口 ３,810人 （－29）
（－11）
（－18）
（－ 6）

　女
1,923人　男
1,887人

世帯 1,158戸

i 医＝休日当番医   [公] ＝公民館   [図]＝図書館   [保]＝保健センター
[ト] ＝農業者トレーニングセンター   [こ]＝こどもセンター ５

医

医

医

医

医

医 医 医

※行事などの日程は都合により変更になる場合があります。

※お誕生・おくやみ・寄付欄への掲載を希望され
　ない方は、届け出の際に申し出てください。

おく
やみ

３月届け出分・敬称略

住 所 氏 名 月 日 年齢

滝 平 圓井ハツエ  3.12 73歳

反谷地 大森　愛保  3.14 83歳

岫 長 北條　助男  3.16 90歳

木之根 遠藤　光利  3.18 81歳

大 塩 菅野　ギン  3.21 90歳

世々麦 瀬谷　義明  3.26 54歳

■社会福祉事業のために[金員]…圓
井敦志（滝平）　大森愛子（いわき市）
北條弘美（岫長）　中川西寿彦（内ヶ
竜）　瀬谷岳仁（東京都）　鈴木孝一
（茨城県）

寄付
寄贈

３月受理分・敬称略

第１日曜日は環境美化の日

May

1920

お誕生

３月届け出分・敬称略

関根　心
こ の か

奏・女
平 27.3.9 生
住所…荻ノ沢
保護者…成人・沙緒里

本郷　咲
さ く ら

來・女
平 27.3.16 生
住所…伏木田
保護者…聡・苑可

芳賀　真
ま さ き

樹・男
平 27.3.18 生
住所…滝ノ下
保護者…悦男・真由美

編/集/後 /記
■全体的に茶色がかかった景色が、今では
生命力溢れる新緑に変わりました。眺めて
いるだけですがすがしい気持ちになりま
す。■ゴールデンウイークには、「鮫川ふる
さと春まつり」が開催されます。村内各会
場で多彩な催しが行われるので、新緑と併
せて楽しんではいかがでしょうか。（前田）


